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海底長期温度計測による酒田沖海域での熱流量測定

 

Estimates of heat flow by means of long-term temperature monitoring

in shallow-gas hydrate area off Sakata
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　地殻熱流量（熱流量）は地球内部から地表面に向かって単位時間に単位面積を通過する熱量で、地下温度構

造を推定するときに境界条件として使用される。熱流量は地温勾配と熱伝導率の積で計算される。海底水温が

安定している海域では、地温勾配は複数の温度センサーを取り付けた数メートルの長さの温度プローブを堆積

物にさし込み、堆積物の異なる深度の温度を計測することによって決定される。一方、海底水温変動の振幅が

大きい海域では、海底水温変動が海底面付近の堆積物の温度を時間変化させるため、数メートルの温度プ

ローブを海底堆積物にさし込む方法で信頼性の高い地温勾配計測は困難である。このような海域で

は、（1）長尺温度プローブを使用し、海底水温変動の影響が十分に減衰した海底下深度で温度計測を実施す

るか、もしくは（2）海底水温と海底面付近の堆積物の温度を同時に長期間モニタリングし、堆積物温度

データから海底水温変動の影響を除去することで信頼性の高い地温勾配を得る方法が適用される。 

　日本海で表層型メタンハイドレートの存在が確認されている海域の1つである酒田沖海域の酒田海丘（仮

称）では、海底水温変動によって海底面付近の堆積物の温度が時間変化していることが確認されている（後藤

ほか、2016）。2020年11月、酒田海丘の海底下温度構造を推定することを目的に海丘上及びその周辺の9地

点に海底水温計及び地中温度計を設置した。2021年6月にこれらの装置を回収し、全ての地点で海底水温及び

海底堆積物温度データを取得した。本発表では、取得した海底水温及び海底堆積物温度データの特徴及びこれ

らのデータを用いて決定した熱流量について報告する。 

　本研究は、経済産業省のメタンハイドレート開発促進事業の一部として実施した。 
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